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低レベル放射性廃棄物に含まれるアルミニウムの埋設処分環境下を模擬したモルタル平衡水中での腐食/

ガス発生挙動を評価した。 
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1. 緒言 原子力発電所から発生する低レベル放射性廃棄物には、高アルカリ性の埋設処分環境下で水素ガ

スを発生するアルミニウムが含まれる。アルミニウムは、廃棄体の製作時点において分別・除去されるも

のの、その一部は廃棄体内に残存し、潜在的な水素ガス発生源となり得る[1]。埋設施設の覆土後の安全確

保にあたっては、埋設環境条件の変動要因を考慮して水素ガスの発生速度を評価し、バリア機能に及ぼす

影響を推定する必要がある。本研究では、埋設処分環境を想定した 15℃のアルカリ水溶液中でアルミニウ

ムの腐食挙動を評価した。 

2. 実験 試験片として純アルミニウム板（A1070P）を用いた。試験溶液は、普通ポルトランドセメント

（OPC）から作成したモルタルペーストの平衡水であり、温度は 15℃、pHは 11.5～12.5であった。すべて

の試験片に対し、あらかじめ OPC 平衡水中に約 3000 時間浸漬し表面に酸化皮膜を形成させた。予皮膜付

与後の試験片に対しアセトン中での超音波洗浄および真空乾燥を行った後に浸漬試験に供し、腐食挙動に

及ぼす乾燥条件や溶液の酸化還元条件の影響を評価した。 

3. 結果 予皮膜付与後の試験片に対し、真空乾燥または大気乾燥を行い OPC平衡水中に浸漬すると、試験

片の腐食速度は初期に極大値を示し、その後 1μm/y 以下まで低下することが明らかになった（図 1）。ま

た、極大値に及ぼす酸化還元条件の影響は小さいことが分かった。一方、OPC 粉砕粒中で皮膜を成長およ

び乾燥保管を行った試験片では、その後の浸漬試験において腐食速度の極大値は生じなかった。試験後に

は試験片表面に Al を主体とする内

層の酸化皮膜とCa-Alからなる外層

の酸化皮膜が生成した。試験後の試

験片を乾燥することにより、表面の

皮膜に欠陥が生じ再浸漬の際に腐

食速度に極大値が生じたものと考

えられる。試験片周辺に OPC 粒が

存在する場合にはこの欠陥の生成

が緩和されると言える。 
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